































































―新賓満族自治県の事例から―                                                                        
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中国東北地域における満洲族の社会
105
１　満族文化
　新賓満族自治県では、満族文化は「作られた文化」
と「残された文化」という二種類の形式が存在してい
るように漠然と感じられた。
　「作られた文化」とは政府によって展開された観光
開発に関わっており、満族の伝統や文化に基づき地
域の売り物として、だれでも知れるように満族をイ
メージするようなシンボルを作り出すことに成功して
いる。町の看板などに溢れる満族文化の雰囲気は、新
賓県に入ればすぐ感じられた。一方、「残された文化」
とは満族家庭の内部で、祭祀や儀礼、飲食、言葉など
の面にまだ残っているものを指す。この外部と内部に
またがる二つの部分を合わせて構成されている文化を
有している新賓県は満族の雰囲気をよく伝えている。
２　豊富な人生体験
　今度の調査対象は 67歳～ 93歳の年長者である。予
想どおりに、彼らの人生は一連の歴史事件を体験して
いる。とくに、戦争や人民公社、土地改革および自治
県成立など国内外のさまざまな影響を受けて生活が変
容し続け、波乱に富んだユニークな記憶を有している。
３　宗教信仰
　新賓県は仏教、道教、キリスト教、天主教など多
様な宗教信仰が共存している。とくに、仏教と道教、
シャーマンはよく融合しあいながら、独特な民間信仰
を形成してきた。つまり、そこで宗教は盛行すると同
時に多元性を表わしてきたと言えよう。
４　祖先祭祀
　満族にとって、祖先を祭ることは非常に重要なこと
である。「祖先神」、「保家仙」が宗教信仰と関連せず、
祭祀は祖先の存在感や子孫たちのいい生活を護る安心
感を与えるため、代々継承される慣習になった。
　同じ祭祀でも、統一的儀式がないため、それぞれの
家族は自らの方式で行い、祭祀儀式が多様化されてい
る。
５　地方文化の形成
　清太祖ヌルハチが新賓地域、さらに東北地域全体に
及ぼす影響力の大きさと深さを実感した。ヌルハチは
仏教と関帝信仰を普及させ、シャーマンと仏教および
道教の融合を促進した。また、清朝の発祥の地として、
ヌルハチに対する英雄崇拝のため当地の神話や歴史の
中でヌルハチは主役として頻繁に登場している。その
ため、ヌルハチとつながる文学、宗教、風俗などをめ
ぐって他の地域とは異なった一種の地方文化を形成し
ている。
　これは漢化という問題と関わる。すなわち、新賓満
族自治県の満族は漢化されたということが指摘できる
という一方で、逆に漢族が満化されたのではないかと
いう現象も見られる。満族の慣習、風俗、宗教はこの
地域においては民族を問わず、あるいは民族を超えて、
地域文化の一部分となって人々の生活に定着されてい
るのではないかと考える。
　以上の調査を踏まえ、新賓県の自然状況と生活環境
を把握した上で、現地で生活している満州族とラポー
ルを育成し、生活様式や慣習風俗、宗教信仰などの側
面から満州族を全体から理解するようになった。今回
実施したフィールド調査では、貴重な情報とデータを
手に入れたが、2013年 1月～ 3月にかけて再び新賓
満族自治県に行き、満州族をめぐってさらに本格的な
現地調査を行うことを計画している。
　以上の要領でフィールド調査を十分に実施し、その
内容を文化人類学の観点から分析した上で、満州族の
生きざまや今後のありようなどの満族社会および少数
民族の発展に役立つ研究成果をあげようと考えてい
る。
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